
近江商人論 ～多様な商人とその活動～

授業の目的と概要 担 当 教 員 経済学部 青柳 周一 教授

開 講 曜 限 火曜日 ４限 （14：30～16：00）

開 講 日

4月 14、21、28日

5月 8、12、19、26日

6月 2、9、16、23、30日

7月 7、14、21日

会 場 彦根キャンパス

受 講 形 態 対面授業

この授業では、江戸時代から近代以降にかけての商業・経済の中で、

大きな歴史的役割を果たした存在である「近江商人」について、その

経営の特色から文化的な活動を含めて幅広く学ぶ。

近江商人に関する概要を説明し、さらに代表的な近江商人である中

井源左衛門家や、蝦夷地（現在の北海道）に進出した西川伝右衛門家

などといった代表的な商家を取り上げて、その経済および文化活動

について具体的に説明する。授業では附属史料館で収蔵する豊富な

近江商人関連史料などの画像を用いながら解説し、歴史を体感的に

学習することができる。

教 科 書 情 報
（ 補 足 ）

授業は毎回配布するレジュメに従って進める。以下の参考書はすべて図書館にあるので、適宜復習などに活用すること。
【参考書】
『近江商人中井家の研究』江頭恒治著、雄山閣、1992。『近江日野の歴史 第7巻 (日野商人編)』日野町史編さん委員会
編、日野町、2012。『近江商人 : 現代を生き抜くビジネスの指針』末永國紀著、中央公論新社、2000。『近江商人と出
世払い:出世証文を読み解く』宇佐美英機著、吉川弘文館、2021

【参考文献】
授業内容と関わる歴史的な事項については『国史大事典』ほか歴史辞書類を参照。
図書館で閲覧するか、Japanknowledge Libでも検索できる。

授業の到達目標

江戸時代の近江商人について具体的に学び、地域社会（滋賀県）の歴

史と文化に関する理解と関心を深める。さらに近江商人を通じて、江

戸時代を人や物・情報が地域間を活発に行き交い、経済や文化がダ

イナミックに発達した時代として把握するための観点を得る。ここか

ら、歴史を単なる「暗記科目」としてではなく、それぞれの地域に根ざ

しつつアクティブに展開するものとして捉えることが可能になる。




